
［平成26年度防災・日本再生シンポジウム］

 SYMPOSIUM |  2015.1.11 | 9:00-17:00

 平成27年1月11日［日］ 9:00>17:00
［主催］ 筑波大学／東北大学大学院都市・建築学専攻／東北大学災害科学国際研究所｜［共催］ 一般社団法人国立大学協会（平成26年度防災・日本再生シンポジウム）／アーキエイド

 東北大学 片平さくらホール｜仙台市青葉区片平二丁目1-1｜入場無料｜事前予約不要
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［地域復興住宅ネットワークとは？］
地域復興住宅ネットワークは、平成26年3月に設立された
「地域型復興住宅の啓蒙普及の恊働」
「サステナブルな住居環境としてのまちなみ形成のための情報提供」
「地域型復興住宅のなかでの選択性の提供」を目的として、
「地域のビルダーによる、地域の風土・景観・生活にあったすまい」
「森林循環」「地元雇用の維持・創出」を考える任意団体です。

http://rrhp.jp/

>
当日は会場にて

地域復興住宅ネットワークの

展示もおこなっていますので、

お気軽にお立ち寄りください。



開催プログラム｜2015年1月11日［日］

9:00  ［開会の挨拶 趣旨説明］
 問題提起：学術領域連携から考える復興山水学の可能性
 筑波大学 准教授 貝島桃代

9:45 今次災害における復興作業の展開とその課題
 東北大学 教授 小野田泰明

 10:30 コアハウス：住まいのコア、地域のコア
 東京工業大学 准教授 塚本由晴

 11:15 自伐林業と賃挽き製材による住宅再建の取り組み
 筑波大学 名誉教授 安藤邦廣

昼休み 12:00─13:00

 13:00 流域圏─小網代の実践から三陸の流域を考える─
 慶応大学 名誉教授 岸由二

 13:45 日本の社会経済システムと漁村の将来
 福島大学 教授 阿部高樹

 15:00 三陸漁業の創造的復興
 三重大学 准教授 勝川俊雄

 15:45 ディスカッション
 ● 学術領域連携から考える復興山水学に向けての課題
 ● 復興山水学の課題
 ● 三陸漁村の復興のために

 16:30 まとめ

 17:00 閉会
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［主催］ 筑波大学／東北大学大学院都市・建築学専攻／東北大学災害科学国際研究所
［共催］ 一般社団法人国立大学協会（平成26年度防災・日本再生シンポジウム）／アーキエイド
［開催日時］ 平成27年1月11日［日］ 9:00─17:00
［開催場所］ 東北大学 片平さくらホール（仙台市青葉区片平二丁目1-1）

入場無料｜事前予約不要｜>地域復興住宅ネットワークの展示同時開催

三陸沿岸部は山、海をつなぐ河川流域の豊かな自然の生態系を基盤とする産業
文化を築いてきた。この地は東日本大震災において甚大な被害を受け、その復
興に対して、さまざまな分野での支援が個 に々行われてきたが、発災から4年を迎

えようとしている現在、それら復興の芽を概観し、さらなる防災・地域再生にむけた
連携の必要性が問われている。本プログラムはこれに対し、三陸沿岸の特徴を捉
える「山水」をキーワードに、各地で取り組まれている取り組みについて、復興の実
践例を検討し、新たな共通の知見と連携の基盤を築くことを目的とする。シンポジ
ウムのプログラム案は、被災者の住宅再建に対する地材・人材を活用した取り
組みであり、岩手県から福島県まで、幅広く各地の森林組合、材木組合、工務
店、建築設計者、行政によって取り組まれている「地域型復興住宅」と、被災地に
おいて新規漁業者の就労、新規住民の獲得などを目的に、あらたな漁業への取
り組みや六次化などさまざまな課題として取り組まれている「漁師学校」の実践に
着目し、土木、建築、農学、自然保全、生物多様性、 水産資源、 観光など 幅広

い学問から、復興の実践から連携を図る方策を議論するものである。

［平成26年度防災・日本再生シンポジウム］

学術領域連携から考える復興山水学
地域型復興住宅と漁師学校

経歴［あいうえお順］

阿部高樹｜公共経済学／博士（社会経済）
 1963年宮城県生まれ。1991年筑波大学大学院

社会工学研究科計量計画学専攻単位取得退学。

1991年福島大学経済学部専任講師。1994年 福

島大学経済学部助教授。2004年福島大学経済

経営学類助教授。2006年福島大学経済経営学

類教授、現在に至る。（2007年5月─9月 豪州クイーンズ

ランド大学客員研究員）

安藤邦廣｜建築家／建築構法学／工学博士
 1948年宮城県生まれ。1973年九州芸術工科大

学卒、東京大学工学部建築学科助手。1982年 

筑波大学芸術学系講師。1998年筑波大学芸術

系教授。2013年筑波大学名誉教授

小野田泰明｜建築計画学／博士（工学）
 1963年石川県生まれ。1986年東北大学工学部

建築学科卒業。1986─88年同大学キャンパス計

画室。1998─99年UCLA客員研究員。2007年─ 

東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻教授

貝島桃代｜建築家／建築設計、意匠学
 1969年 東京生まれ。1991年 日本女子大学住

居学科卒業。1992年塚本由晴とアトリエ・ワン設

立。1994年東京工業大学大学院理工学研究科建

築学科修士課程修了。1995─96年 ETH奨学生。

2000年東京工業大学大学院理工学研究科建築

学科博士課程単位取得退学。2001年筑波大学

芸術学系講師。2005─2007年ETH客員教授

2009年─ 筑波大学芸術系准教授

勝川俊雄｜水産資源学／論文博士
 1972年東京生まれ。1995年 東京大学農学部水

産学科卒業。1997年東京大学農学生命科学研究

科修士課程修了。1997年University of British 

Columbiaに短期留学。1998年東京大学農学生

命科学研究科博士課程途中退学。1998年 東京

大学海洋研究所資源解析部門助手。2008年─三

重大学生物資源学部准教授

岸由二｜進化生態学／理学博士
 1947年生まれ。1970年横浜市立大学理学部生

物科卒業。1976年東京都立大学理学部動物生態

学博士課程単位取得退学。1980年慶応義塾大学

経済学部助教授。1991年慶応義塾大学経済学部

教授。2013年慶応義塾大学名誉教授

塚本由晴
建築家／建築設計、意匠学／博士（工学）

 1965年 神奈川県生まれ。1987年 東京工業大学

工学部建築学科卒業。1987─88年パリ建築大

学ベルビル校（U.P.8）。1992年貝島桃代とアトリ

エ・ワン設立。1994年東京工業大学大学院博士

課程修了。2000年─東京工業大学大学院准教授

Harvard GSD客員教員。UCLA客員准教授、

The Royal Danish Academy of Fine Arts客

員教授、Barcelona Institute of Architecture

客員教授、Cornell大学客員教授、Rice 大学客員

教授を歴任


